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多文化共生×防災 外国籍従業員とその企業向け
オンライン防災研修

日本で多く発生する災害は、多くの外国人の方にと
って馴染みがなく、災害時の対応や事前の備えにつ
いての正しい知識を得ることは、日本で生活する上
でとても重要である。

このセミナーの目的は、日本国内で暮らす外国人の
方々が、日本の災害について理解を深め、また企業
のみなさまが外国籍従業員も含めた企業防災対策を
推進するためのヒントを得ていただくこと。

共催：JICA関西、公益財団法人京都府国際センター
（KPIC）

協力：株式会社鶴見製作所

2022/3/18

https://www.jica.go.jp/kansai/event/2022/220307.html



CITIZENアウトレットで技能実習生応援キャンペーン

シチズンアウトレットでは新型コロナウイルスの影
響で帰宅困難となっていた『外国人技能実習生』
『留学生』『在日外国人』の方を応援しています。
（全国のアウトレットで展開）

8/31まで、ご購入前にこちらの画像を印刷（スクリ
ーンショットでも可）、パスポート・在留カードを
持参いただいた方に素敵な割引特典を提供。

2022/07/28

https://www.premiumoutlets.co.jp/kobesanda/events/news56560.html



急増する外国人、どう共生 相談窓口の担い手課題

県内に住む外国人が増え続けている。特に、働きなが
ら技術を学ぶ技能実習生（最長5年）の増加が著しく、
言葉や慣習の違いからトラブルになる事例は少なくな
い。
県は多文化共生社会の実現を掲げ、地域の日本語教室
と相談窓口の拡充を図るが、現場は様々な課題を抱え
ている。

県内の在留外国人は、2014年の約9万7千人から19年
には約11万6千人に増加。技能実習生は約5千人から
約1万4千人に急増。全体の国籍別では韓国・朝鮮、
中国、ベトナムの順に多く、居住地は播磨や但馬地域
などにも広がり、「多国籍化と分散化が進んでいる」

こうした現状を受け、県は地域の日本語教室や相談窓
口が、外国人のセーフティーネットや社会参画の足が
かりになると期待し、拡充を進めている。

2021/6/23

https://www.asahi.com/articles/ASP6Q73JTP69PIHB01Y.html



コロナ禍、外国人の孤立防ごう 三田のＮＰＯ支援

子どもの支援やまちづくりに取り組むＮＰＯ法人「場
とつながりの研究センター」（兵庫県三田市三田町）
が、新型コロナウイルス禍にある在留外国人の支援を
始めた。技能実習生の受け入れ拡大などで、三田市で
も東南アジア出身などの外国人が増加している。同セ
ンターでは新たにベトナム人スタッフを雇用しており、
外国人が地域で孤立しないよう、居場所やつながりづ
くりを目指す。

「行政の重要な情報ほど、難しい日本語で書かれてい
る。災害時にはさらに伝わらない可能性がある。普段
から地域とのつながりづくりが重要」

2021/8/9

https://www.kobe-np.co.jp/news/sanda/202108/0014576519.shtml

ＮＰＯ法人「場とつながりの研
究センター」のメンバー。
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